
(57)【要約】

　【課題】　レジストの送液中に、レジストに気泡が発

生することを防止する。レジストの吐出量を大きくする

ことができ、レジストに気泡が発生した場合には、速や

かに気泡の確認ができる。

　【解決手段】　ポンプ本体２に、ポンプ本体内部を前

後に仕切り、エアシリンダ３によって往復変位するダイ

ヤフラム４を配設し、前方をレジスト室５、後方を空気

室６とする。レジスト５室の上部に吐出管７が連結され

る吐出口２ａを、下部に吸入管９が連結される吸入口２

ｂをそれぞれ形成し、吸入口２ｂに逆止弁８を配設し、

吐出管７にダイヤフラム４の往復変位に連動して開閉す

る逆流防止手段を設ける。ダイヤフラム４の往復変位に

伴うレジスト室５の容積の増減によって、レジストを吸

入口２ｂを介してレジスト室５に吸入し、吐出口２ａを

介してレジスト室５から排出する。レジスト室５の前面

を透明板１０で形成し、レジスト室５の内部を視認でき

るようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ポ ン プ 本 体 に 、 ポ ン プ 本 体 内 部 を 前 後 に 仕 切 り 、 駆 動 手 段 に よ っ て 往 復 変 位 す る ダ イ ヤ フ
ラ ム を 配 設 し 、 前 方 を レ ジ ス ト 室 、 後 方 を 空 気 室 と し 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 上 部 に 吐 出 管 が
接 続 さ れ る 吐 出 口 を 、 下 部 に 吸 入 管 が 接 続 さ れ る 吸 入 口 を そ れ ぞ れ 形 成 し 、 該 吸 入 口 に 逆
止 弁 を 配 設 し 、 前 記 吐 出 管 に 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 往 復 変 位 に 連 動 し て 開 閉 す る 逆 流 防 止 手
段 を 設 け 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 往 復 変 位 に 伴 う レ ジ ス ト 室 の 容 積 の 増 減 に よ っ て 、 レ ジ ス
ト を 前 記 吸 入 口 を 介 し て レ ジ ス ト 室 に 吸 入 し 、 前 記 吐 出 口 を 介 し て レ ジ ス ト 室 か ら 吐 出 す
る と と も に 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 前 面 を 透 明 板 で 形 成 し 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 内 部 を 視 認 で き
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る レ ジ ス ト ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 駆 動 手 段 が エ ア シ リ ン ダ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の レ ジ ス ト ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 逆 流 防 止 手 段 が ポ ペ ッ ト 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の レ ジ ス ト ポ
ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 ウ エ ハ の 露 光 工 程 の 前 段 階 に お い て 、 ウ エ ハ 上 面 に レ ジ ス ト を 塗 布 す
る た め の レ ジ ス ト ポ ン プ に 関 し 、 特 に 、 気 泡 を 発 生 さ せ る こ と な く レ ジ ス ト を 送 液 で き る
レ ジ ス ト ポ ン プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ の 露 光 工 程 の 前 段 階 で は 、 ウ エ ハ 上 面 に レ ジ ス ト を 塗 布 す る 際 に 、 ウ エ ハ
を 高 速 回 転 さ せ 、 ノ ズ ル か ら ウ エ ハ の 中 心 に レ ジ ス ト を 滴 下 し て ウ エ ハ 上 面 に 一 様 に レ ジ
ス ト を 塗 布 す る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ノ ズ ル に レ ジ ス ト を 送 液 す る た め の レ ジ ス ト ポ ン プ と し て 、 い わ ゆ る ベ ロ ー ズ ポ ン プ を
使 用 し た も の が あ る 。 ベ ロ ー ズ ポ ン プ の ポ ン プ 室 に は 、 吐 出 管 が 接 続 さ れ る 吐 出 口 と 、 吸
入 管 が 接 続 さ れ る 吸 入 口 と が 設 け ら れ 、 吸 入 管 は レ ジ ス ト 貯 槽 部 に 、 吐 出 管 は ノ ズ ル に そ
れ ぞ れ 連 通 し て い る 。 前 記 吸 入 口 に は レ ジ ス ト の ポ ン プ 室 へ の 流 入 の み を 許 容 す る 逆 止 弁
が 、 前 記 吐 出 口 に は レ ジ ス ト の ポ ン プ 室 か ら の 流 出 の み を 許 容 す る 逆 止 弁 が そ れ ぞ れ 設 け
ら れ 、 ポ ン プ 室 に は 蛇 腹 状 の ベ ロ ー ズ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ベ ロ ー ズ ポ ン プ で は 、 べ ロ
ー ズ を 軸 方 向 に 伸 縮 さ せ る こ と に よ り 、 レ ジ ス ト 貯 槽 部 か ら レ ジ ス ト を ポ ン プ 室 に 吸 入 し
、 ベ ロ ー ズ を 軸 方 向 に 伸 長 さ せ る こ と に よ り 、 ポ ン プ 室 が 加 圧 さ れ て レ ジ ス ト が 吐 出 管 か
ら 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ３ ０ ６ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 述 の も の で は 、 ２ つ の 逆 止 弁 や ベ ロ ー ズ の 伸 縮 な ど に よ り 、 レ ジ ス ト は 、 流
域 に よ っ て 体 積 が 大 き く 絞 ら れ た り 膨 ら み な が ら 送 液 さ れ 、 レ ジ ス ト 中 に 気 泡 が 発 生 す る
お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 こ の 気 泡 の 発 生 を 防 止 す る た め に は 、 ゆ っ く り と し た 一 定 の 流 速
で レ ジ ス ト を 送 液 し な け れ ば な ら ず 、 ノ ズ ル か ら の レ ジ ス ト の 吐 出 量 に 制 約 が あ っ た 。 さ
ら に 、 送 液 中 に 気 泡 が 発 生 し た 場 合 、 こ の 気 泡 は 、 ウ エ ハ 上 面 に 塗 布 さ れ る ま で 確 認 す る
こ と が で き ず 、 ウ エ ハ の 露 光 工 程 に 大 き な ロ ス が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 レ ジ ス ト の 送 液 中 に 、 レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 す る こ と を 防 止 す る と と
も に 、 レ ジ ス ト の 吐 出 量 を 大 き く す る こ と が で き 、 さ ら に 、 レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 し た 場
合 に は 、 速 や か に 気 泡 の 確 認 が で き る レ ジ ス ト ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 ポ ン プ 本 体 に 、 ポ ン プ 本 体 内 部 を 前 後 に 仕 切 り 、
駆 動 手 段 に よ っ て 往 復 変 位 す る ダ イ ヤ フ ラ ム を 配 設 し 、 前 方 を レ ジ ス ト 室 、 後 方 を 空 気 室
と し 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 上 部 に 吐 出 管 が 接 続 さ れ る 吐 出 口 を 、 下 部 に 吸 入 管 が 接 続 さ れ る
吸 入 口 を そ れ ぞ れ 形 成 し 、 該 吸 入 口 に 逆 止 弁 を 配 設 し 、 前 記 吐 出 管 に 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の
往 復 変 位 に 連 動 し て 開 閉 す る 逆 流 防 止 手 段 を 設 け 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 往 復 変 位 に 伴 う レ
ジ ス ト 室 の 容 積 の 増 減 に よ っ て 、 レ ジ ス ト を 前 記 吸 入 口 を 介 し て レ ジ ス ト 室 に 吸 入 し 、 前
記 吐 出 口 を 介 し て レ ジ ス ト 室 か ら 吐 出 す る と と も に 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 前 面 を 透 明 板 で 形
成 し 、 前 記 レ ジ ス ト 室 の 内 部 を 視 認 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と し 、 前 記 駆 動 手 段 が エ
ア シ リ ン ダ で あ っ て も 良 く 、 前 記 逆 流 防 止 手 段 が ポ ペ ッ ト 弁 で あ る と 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 レ ジ ス ト は 、 吸 入 管 か ら 吐 出 管 ま で 体 積
が 大 き く 絞 ら れ た り 膨 ら ん だ り す る こ と な く 送 液 さ れ 、 レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 す る お そ れ
が な く 、 吐 出 量 も 大 き く す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 レ ジ ス ト 室 の 前 面 を 透 明 板 と し た こ
と に よ り 、 貯 槽 の レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 し て い た 場 合 に 、 こ の 気 泡 を 速 や か に 確 認 し 、 処
置 を す る こ と が で き る の で ウ エ ハ の 露 光 工 程 を 良 好 な 状 態 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 駆 動 手 段 を エ ア シ リ ン ダ と す る こ と に よ り 、 空 気 が ク ッ シ ョ ン と な っ て ダ イ ヤ フ
ラ ム が 無 理 な く 動 き 、 レ ジ ス ト を ス ム ー ズ に 送 液 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 形 態 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 形 態 例 を
示 す レ ジ ス ト ポ ン プ の 断 面 図 、 図 ２ は ポ ペ ッ ト 弁 の 一 部 断 面 正 面 図 、 図 ３ は レ ジ ス ト の 供
給 ラ イ ン を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 形 態 例 の レ ジ ス ト ポ ン プ １ は 、 ポ ン プ 本 体 ２ 内 に 、 ポ ン プ 本 体 内 部 を 前 後 に 仕 切 り 、
エ ア シ リ ン ダ ３ に よ っ て 往 復 変 位 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 配 設 し 、 前 方 を レ ジ ス ト 室 ５ 、 後
方 を 空 気 室 ６ と し て い る 。 レ ジ ス ト 室 ５ の 上 部 に は 吐 出 管 ７ が 接 続 さ れ る 吐 出 口 ２ ａ が 、
下 部 に は 逆 止 弁 ８ を 備 え る と と も に 、 吸 入 管 ９ が 接 続 さ れ る 吸 入 口 ２ ｂ が そ れ ぞ れ 設 け ら
れ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 往 復 変 位 に 伴 う レ ジ ス ト 室 ５ の 容 積 の 増 減 に よ っ て 、 レ ジ ス ト を 吸
入 口 ２ ｂ を 介 し て レ ジ ス ト 室 ５ に 吸 入 し 、 吐 出 口 ２ ａ を 介 し て レ ジ ス ト 室 ５ か ら 吐 出 す る
よ う に し て い る 。 ま た 、 レ ジ ス ト 室 ５ の 前 面 は 透 明 板 １ ０ で 形 成 さ れ 、 レ ジ ス ト 室 ５ の 内
部 を 視 認 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ ン プ 本 体 ２ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 前 方 の ケ ー ス 本 体 ２ ｃ と 、 有 底 円 筒 状 に 形 成 さ れ
た 後 方 の カ バ ー 体 ２ ｄ と を 有 し 、 ケ ー ス 本 体 ２ ｃ の 周 壁 上 部 に 前 記 吐 出 口 ２ ａ が 、 周 壁 下
部 に 前 記 吸 入 口 ２ ｂ が そ れ ぞ れ 穿 設 さ れ る 。 ま た 、 ケ ー ス 本 体 ２ ｃ の 前 方 開 口 部 に は 、 該
前 方 開 口 部 を 覆 う 前 記 透 明 板 １ ０ を 支 持 し た 支 持 枠 １ １ が 取 り 付 け ら れ 、 後 方 開 口 部 に は
、 前 記 カ バ ー 体 ２ ｄ の 前 方 開 口 部 が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 挟 持 し て 連 結 さ れ る 。 カ バ ー 体 ２
ｄ は 、 後 部 壁 ２ ｅ の 下 部 に 脚 部 １ ２ が ボ ル ト に よ っ て 取 り 付 け ら れ 、 後 部 壁 ２ ｅ の 中 心 部
に は 、 エ ア シ リ ン ダ ３ の ピ ス ト ン 挿 通 孔 ２ ｆ が 穿 設 さ れ 、 後 部 壁 ２ ｅ の 後 方 に 、 エ ア シ リ
ン ダ ３ を 収 容 す る エ ア シ リ ン ダ ケ ー ス １ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ は 、 円 盤 状 に 形 成 さ れ 、 中 央 に 保 持 部 材 挿 通 孔 ４ ａ を 備 え 、 外 周 側 が 、
前 記 ケ ー ス 本 体 ２ ｃ の 後 方 開 口 部 と 前 記 カ バ ー 体 ２ ｄ の 前 方 開 口 部 と の 間 に 挟 着 さ れ て い
る 。 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 中 央 部 は 、 両 側 に 、 保 持 部 材 挿 通 孔 ４ ａ か ら 突 出 す る 突 部 を 備 え た
円 盤 状 の 前 方 保 持 部 材 １ ４ ａ と 、 前 記 突 部 を 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 備 え た 円 盤 状 の 後 方 保 持 部
材 １ ４ ｂ と が 配 設 さ れ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ は 、 前 記 保 持 部 材 挿 通 孔 ４ ａ か ら 突 出 し た 前 方 保
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持 部 材 １ ４ ａ の 突 部 を 、 後 方 保 持 部 材 １ ４ ｂ の 嵌 合 孔 に 嵌 合 し 、 中 央 部 を ボ ル ト １ ５ で 締
結 す る こ と に よ っ て 、 前 方 保 持 部 材 １ ４ ａ と 後 方 保 持 部 材 １ ４ ｂ と で 挟 持 さ れ る 。 後 方 保
持 部 材 １ ４ ｂ の 後 部 中 央 に は 、 係 合 突 部 が 突 設 さ れ 、 該 係 合 突 部 に 、 エ ア シ リ ン ダ ３ の ピ
ス ト ン ３ ａ の 先 端 が 連 結 さ れ る 。 こ の よ う に ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 配 設 す る こ と に よ っ て 、 該
ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 前 面 と 、 ケ ー ス 本 体 ２ ｃ の 内 周 面 と 、 透 明 板 １ ０ と に よ っ て レ ジ ス ト 室
５ が 画 成 さ れ 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 後 面 と 、 カ バ ー 体 ２ ｄ の 内 面 と に よ っ て 空 気 室 ６ が
画 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 エ ア シ リ ン ダ ３ は 、 第 １ 電 磁 弁 １ ６ 及 び ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 備 え た
エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｂ ， ３ ｃ を 介 し て 給 排 さ れ る 加 圧 空 気 に よ っ て 、 ピ ス ト ン ３ ａ が 前 進 ・
後 退 す る 周 知 の も の で 、 エ ア シ リ ン ダ ３ の シ リ ン ダ 孔 底 部 側 に は 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｂ の
接 続 口 ３ ｄ が 、 シ リ ン ダ 孔 先 端 側 に は 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｃ の 接 続 口 ３ ｅ が そ れ ぞ れ 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ピ ス ト ン ３ ａ は 、 前 記 カ バ ー 体 ２ ｄ の ピ ス ト ン 挿 通 孔 ２ ｆ を 介 し て 、 前 記 空 気 室 ６ 内 に
出 没 可 能 に 設 け ら れ 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｂ の 接 続 口 ３ ｄ か ら シ リ ン ダ 孔 内 に 加 圧 空 気 が 導
入 さ れ る と 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｃ の 接 続 口 ３ ｅ か ら 加 圧 空 気 を 排 出 さ せ な が ら シ リ ン ダ 孔
内 を 前 進 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 前 進 さ せ る 。 ま た 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｃ の 接 続 口 ３ ｅ か ら
シ リ ン ダ 孔 内 に 加 圧 空 気 が 導 入 さ れ る と 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｂ の 接 続 口 ３ ｄ か ら 加 圧 空 気
を 排 出 さ せ な が ら シ リ ン ダ 孔 内 を 後 退 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 後 退 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 逆 止 弁 ８ は 、 前 記 レ ジ ス ト 室 ５ へ の レ ジ ス ト の 流 入 を 自 由 と す る 一 方 弁 で 、 前 記 吸 入 口
２ ｂ に 連 続 す る 弁 室 ８ ａ と 、 該 弁 室 ８ ａ に 保 持 さ れ る 球 弁 ８ ｂ と 、 該 球 弁 ８ ｂ に よ っ て 開
閉 さ れ る 弁 座 ８ ｃ と 、 球 弁 ８ ｂ の 上 動 を 規 制 す る ス ト ッ プ ピ ン ８ ｄ と か ら 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た レ ジ ス ト ポ ン プ １ は 、 エ ア シ リ ン ダ ３ を 作 動 さ せ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム
４ を 後 退 さ せ て レ ジ ス ト 室 ５ の 容 積 を 拡 大 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 吸 入 口 ２ ｂ か ら レ ジ ス
ト を レ ジ ス ト 室 ５ 内 に 吸 入 し 、 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ を 前 進 さ せ て レ ジ ス ト 室 ５ の 容 積 を
縮 小 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 吐 出 口 ２ ａ を 介 し て レ ジ ス ト 室 ５ か ら レ ジ ス ト を 吐 出 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 形 態 例 で は 、 前 記 吐 出 管 ７ に レ ジ ス ト の 逆 流 を 防 止 す る ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ が 連 結 さ れ て
い る 。 ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ は 、 弁 ボ デ ィ ２ １ に 、 弁 孔 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 該 弁 孔 ２ ２ に 弁 バ ネ を
介 し て 弁 棒 ２ ３ が 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ て い る 。 弁 孔 ２ ２ は 、 先 端 側 に 大 径 部 ２ ２ ａ が 形 成
さ れ る と と も に 、 弁 ボ デ ィ ２ １ の 基 端 側 と 先 端 側 の 側 部 と に 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ａ ， ２ １
ｂ が 形 成 さ れ 、 先 端 側 の 側 部 に 形 成 さ れ た レ ジ ス ト 流 入 ポ ー ト ２ １ ｃ と 、 先 端 に 形 成 さ れ
た レ ジ ス ト 流 出 ポ ー ト ２ １ ｄ と が 弁 孔 ２ ２ を 介 し て 連 通 し て い る 。 弁 棒 ２ ３ に は 、 小 径 の
摺 動 軸 部 ２ ３ ａ の 先 端 に 、 シ ー ル 部 ２ ３ ｂ を 備 え た 大 径 の ポ ペ ッ ト ２ ３ ｃ が 形 成 さ れ 、 該
ポ ペ ッ ト ２ ３ ｃ は 、 前 記 大 径 部 ２ ２ ａ に 収 容 さ れ 、 前 記 大 径 部 ２ ２ ａ の 基 端 側 が ポ ペ ッ ト
２ ３ ｃ の 弁 座 ２ ２ ｂ と な る 。 ま た 、 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ａ と 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ｂ と に は
、 第 ２ 電 磁 弁 ２ ４ と ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ と を 備 え た 接 続 チ ュ ー ブ ２ ６ ａ
， ２ ６ ｂ が 接 続 さ れ 、 レ ジ ス ト 出 力 ポ ー ト ２ １ ｄ に は 、 ノ ズ ル が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ は 、 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ａ か ら 加 圧 空 気 が 導 入 さ れ る と 、 空 気 配 管 接 続
口 ２ １ ｂ か ら 加 圧 空 気 を 排 出 さ せ な が ら 弁 棒 ２ ３ が 前 進 し 、 ポ ペ ッ ト ２ ３ ｃ が 弁 座 ２ ２ ｂ
か ら 離 れ て 、 レ ジ ス ト 流 入 ポ ー ト ２ １ ｃ と レ ジ ス ト 流 出 ポ ー ト ２ １ ｄ と が 連 通 す る 。 ま た
、 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ｂ か ら 加 圧 空 気 が 導 入 さ れ る と 、 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ａ か ら 加 圧 空
気 を 排 出 さ せ な が ら 弁 棒 ２ ３ が 後 退 し 、 ポ ペ ッ ト ２ ３ ｃ が 弁 座 ２ ２ ｂ に 着 座 し 、 レ ジ ス ト
流 入 ポ ー ト ２ １ ｃ と レ ジ ス ト 流 出 ポ ー ト ２ １ ｄ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 前 記 レ ジ ス ト ポ ン プ １ 側 の 第 １ 電 磁 弁 １ ６ と 、 ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ 側 の 第 ２ 電 磁 弁 ２
４ と は 、 制 御 部 ３ ０ に よ っ て 、 そ の 切 り 替 え が 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ に 基 づ い て 、 上 述 の レ ジ ス ト ポ ン プ １ を 用 い た レ ジ ス ト の 供 給 ラ イ ン に つ い
て 説 明 す る 。 レ ジ ス ト ポ ン プ １ の 吸 入 管 ９ を レ ジ ス ト の 貯 槽 ２ ７ に 連 通 さ せ 、 制 御 部 ３ ０
に よ っ て 第 １ 電 磁 弁 １ ６ を 切 り 替 え 、 ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に よ っ て 給 排
動 作 を 調 整 し な が ら 、 エ ア 供 給 ラ イ ン ３ ｂ ， ３ ｃ を 介 し て 、 エ ア シ リ ン ダ ３ の 接 続 口 ３ ｄ
， ３ ｅ か ら 加 圧 空 気 を 給 排 す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン ３ ａ を 前 進 ま た は 後 退 さ せ 、 ダ イ ヤ
フ ラ ム ４ を 往 復 変 位 さ せ る 。 こ の ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 往 復 変 位 に 伴 う レ ジ ス ト 室 ５ の 容 積 の
増 減 に よ っ て 、 貯 槽 ２ ７ 内 の レ ジ ス ト が 吸 入 管 ９ を 介 し て レ ジ ス ト 室 ５ に 吸 入 さ れ 、 吐 出
管 ７ を 介 し て レ ジ ス ト 室 ５ か ら ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ に 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の と き 、 レ ジ ス ト は 、 吸 入 管 ９ か ら 吐 出 管 ７ ま で 体 積 が 大 き く 絞 ら れ た り 膨 ら ん だ り
す る こ と な く 送 液 さ れ る の で 、 レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 す る お そ れ が な く 、 吐 出 量 も 大 き く
す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 レ ジ ス ト 室 ５ の 前 面 を 透 明 板 １ ０ で 形 成 し た こ と に よ り 、 送
液 中 に レ ジ ス ト に 気 泡 が 発 生 し て し ま っ た り 、 あ る い は 貯 槽 ２ ７ 内 の レ ジ ス ト に 、 既 に 気
泡 が 発 生 し て い た 場 合 に は 、 こ の 気 泡 を 視 認 す る こ と が で き 、 送 液 を 中 止 し て 速 や か に 気
泡 の 処 置 を す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ウ エ ハ の 露 光 工 程 を ロ ス な く 良 好 な 状 態 で 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ は 、 制 御 部 ３ ０ に よ っ て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 往 復 変 位 に 応 じ て 第 ２ 電 磁
弁 ２ ４ を 切 り 替 え 、 ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ に よ っ て 給 排 動 作 を 調 整 し な が
ら 、 接 続 チ ュ ー ブ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ を 介 し て 空 気 配 管 接 続 口 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ か ら 加 圧 空 気 を
給 排 し 、 弁 棒 ２ ３ を 作 動 さ せ て 、 レ ジ ス ト 流 入 ポ ー ト ２ １ ｃ と レ ジ ス ト 流 出 ポ ー ト ２ １ ｄ
と を 連 通 さ せ た り 連 通 を 遮 断 さ せ る こ と に よ り 、 定 量 の レ ジ ス ト を ノ ズ ル か ら ウ エ ハ 上 面
に 滴 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 制 御 部 ３ ０ は 、 第 １ 電 磁 弁 １ ６ を ピ ス ト ン 前 進 側 に 切 り 替 え る の と 同 時 に 、 第 ２ 電 磁 弁
２ ４ が ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ の 開 方 向 に 切 り 替 わ る よ う に 制 御 し 、 第 １ 電 磁 弁 １ ６ を ピ ス ト ン 後
退 側 に 切 り 替 え た 後 、 少 し 遅 れ て 、 第 ２ 電 磁 弁 ２ ４ が ポ ペ ッ ト 弁 ２ ０ の 閉 方 向 に 切 り 替 わ
る よ う に 制 御 し て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 最 大 吐 出 量 ： ４ ０ ｃ ｃ 、 最 大 吐 出 圧 力 ： ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ 、 吐 出 流 量 ： ２ ０ ｃ ｃ ／ １ ０ 秒 、
繰 返 し 吐 出 精 度 ： １ ０ ｃ ｃ ± ０ ． １ ｃ ｃ 、 使 用 空 気 圧 ： ０ ． １ ５ ～ ０ ． ４ Ｍ Ｐ ａ の レ ジ ス
ト ポ ン プ を 用 い て 、 ９ ０ ０ ｃ Ｐ 及 び ３ ０ ０ ０ ｃ Ｐ の レ ジ ス ト の 吐 出 動 作 を 、 表 １ に 示 す よ
う に 吐 出 時 間 を 変 え て 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 初 期 設 定 は 、 ポ ン プ 動 作 圧 力 を ０ ． ３ ５ Ｍ Ｐ ａ に 設 定 し 、 レ ジ ス ト を 投 入 せ ず に 空 動 作
に て 吐 出 動 作 を ４ 秒 行 い 、 シ リ ン ダ 動 作 を 、 ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 吸 引 動 作 ４ ０
秒 に 調 整 し た 。 レ ジ ス ト 投 入 後 、 ポ ン プ 動 作 圧 力 を 変 更 し 、 各 圧 力 で の 吐 出 量 を 計 測 し た
。 吐 出 動 作 は ６ ０ 秒 毎 と し た 。 ま た 、 ９ ０ ０ ｃ Ｐ の レ ジ ス ト は 、 東 京 応 化 工 業 （ 株 ） 製 Ｐ
Ｍ Ｅ Ｒ 　 Ｐ － Ｌ Ａ ９ ０ ０ 　 Ｐ Ｍ 、 ３ ０ ０ ０ ｃ ｐ の レ ジ ス ト は 、 東 京 応 化 工 業 （ 株 ） 製 Ｐ Ｍ
Ｅ Ｒ 　 Ｎ － Ｃ Ａ ３ ０ ０ ０ 　 Ｐ Ｍ を 使 用 し た 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 上 述 の レ ジ ス ト ポ ン プ は 、 吐 出 量 を 大 き く す る こ と が で き る と
と も に 、 安 定 し た 吐 出 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 テ ス ト 中 に 、 レ ジ ス ト ポ ン
プ 内 で の 発 泡 は 見 ら れ ず 、 レ ジ ス ト 初 期 吸 入 時 の エ ア の 抜 け も 良 好 で あ っ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 レ ジ ス ト ポ ン プ の 動 作 圧 を ０ ． ３ ０ Ｍ Ｐ ａ と し 、 ポ リ ミ ド の 吐 出 テ ス ト を 、 表 ２ に 示 す
よ う に 吐 出 時 間 を 変 え て 行 っ た 。 ポ リ ミ ド は 、 東 レ 製 　 Ｕ Ｒ － ３ １ ４ ０ 　 ５ ０ ０ ０ ～ １ ０
０ ０ ０ ｃ Ｐ を 使 用 し た 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 高 粘 度 の ポ リ ミ ド を 用 い て も 吐 出 量 を 大 き く す る こ と が で き た
。 ま た 、 上 記 テ ス ト 中 に 、 レ ジ ス ト ポ ン プ 内 で の 発 泡 は 見 ら れ ず 、 レ ジ ス ト 初 期 吸 入 時 の
エ ア の 抜 け も 良 好 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 安 定 最 小 吐 出 量 は 、 ポ ン プ 動 作 圧 ： ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ 、 吐 出 時 間 ５ 秒 で 、 ４ ． ２ ｇ
で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 形 態 例 を 示 す レ ジ ス ト ポ ン プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く ポ ペ ッ ト 弁 の 一 部 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く レ ジ ス ト の 供 給 ラ イ ン を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ … レ ジ ス ト ポ ン プ 、 ２ … ポ ン プ 本 体 、 ２ ａ … 吐 出 口 、 ２ ｂ … 吸 入 口 、 ２ ｃ … ケ ー ス 本
体 、 ２ ｄ … カ バ ー 本 体 、 ２ ｅ … 後 部 壁 、 ２ ｆ … ピ ス ト ン 挿 通 孔 、 ３ … エ ア シ リ ン ダ 、 ３ ａ
… ピ ス ト ン 、 ３ ｂ ， ３ ｃ … エ ア 供 給 ラ イ ン 、 ３ ｄ ， ３ ｅ … 接 続 口 、 ４ … ダ イ ヤ フ ラ ム 、 ４
ａ … 保 持 部 材 挿 通 孔 、 ５ … レ ジ ス ト 室 、 ６ … 空 気 室 、 ７ … 吐 出 管 、 ８ … 逆 止 弁 、 ８ ａ … 弁
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